　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　第9８回銀座ハート芸術サロン
平成28年２月23日（火）（開場13：30、開演14時）　
会場　銀座岩尾ビル5階ホール（終演：17時）
東京都中央区銀座2丁目8の5
第1部 クラシック名曲鑑賞
～清水　優さんの編集と解説～　　　　　
	A:オペラ名曲                (裏頁解説をご参照ください)
① ビゼー「真珠とり」　　　　    ② サンサーンス「サムソンとデリラ」

③ マスネー「ウエルテル」　　  ④ ドヴォルザーク「ルサルカ」

⑤ レオンカヴァルロ「道化師」  ⑥ オッフェンバック「ホフマン物語」
B:ラフマニノフ：エレジー、メロディー、楽興の時　OP 16-4,5,6
C:グリーグ　ヴァイオリン・ソナタ　第3番　ハ短調　op 45


第二部　楽しく、明るく皆で歌おう　　　　　　　　　　　　　　
　　我らの芸術監督　高江洲義寛さんと共に、懐かしい唱歌を唄いましょう。
第三部　交流会
ちょっとしゃれた交流の場を持ちましょう
○参加費　2,000円（軽飲食込）　ご同伴家族　1,000円
○お問合わせ、参加申し込み：
石原　090-6312-6492  　　尾島　090-8846-6714　　佐伯  090-1535-0147

松村　0426-44-8781       戸高　080-1258-2924    阿部　090-3810-4858
	　　　　　　　　解　　　　説

Ａ：　オペラ名曲　　　「註」　II　は第２幕を示します。
１：ビゼー　「真珠とり」
　I  神殿の奥深く耳に残る君の歌　
II.  いつかの様な暗い夜に、　
III. 終曲
カルメン程ではありませんが、良い曲が幾つかあります。　　　　　　
○２月１０日（水）銀座東劇でメトロポリタン・オペラの映画をやります。（３６００円）

２：サンサーンス　　「サムソンとリラ」　　II. 貴方の声に心は開く
　　　　　メゾソプラノの名アリアです。体が震える様な異国情緒の迫力があります。勿論
楽器の音も素晴らしいと思いますが、人間の声が一番美しい、と感じるのはこんな曲を聴いた時です。見た事もない歌手にほれ込んでしまい相です。
○２月２０日（土）３時から東京芸術劇場で演奏会形式で上演されます。（７000～２000円）

３：マスネー　「ウェルテル」　
Ｉ： 月の光から終曲　　
III. 春風よ何故私を目覚めさせるのか
ニ曲とも中々味のある名曲です。
○４月上～中旬　新国立劇場　上演予定　（２７０００～５４００円）
４：ドヴォルザーク　　「ルサルカ」　　　I. 空の奥深くのお月様　　
おとぎ話に出てくる様な可愛らしい曲です。

５：レオンカヴァルロ　　　「道化師」　　プロローグ　　　　　　　　　　
第３幕の“衣装を着けろ”が有名ですが、私はプロローグの方が好きです。

６：オッフェンバック　　「ホフマン物語」　　III. 鏡の歌　　
　　　　　“ホフマンの舟唄”の方が遥かに有名ですが、この歌も地味ながら良い歌です。
　　　　　オペレッタ作曲家と低く見られていたオッフェンバッハが見返すために作曲したと
言われるこのオペラの堂々たる名アリアです。
Ｂ：　ラフマニノフ：　エレジー、メロディー、楽興の時　OP 16-4, 5,６　　　
　　　ラフマニノフのピアノ曲では、ピアノ協奏曲第２，３番、パガニーニの主題による変奏曲、独奏曲では前奏曲嬰ハ短調、ト短調が有名ですが、私は上記の曲が大好きで、珠玉の様な名品です。ラフマニノフにはこの種余り知られていない素晴らしいピアノの小品がいくつもあります。
Ｃ：　グリーグ　ヴァイオリン・ソナタ　第３番　ハ短調　ＯＰ４５
　　ヴァイオリンソナタではベートーベンのスプリング、クロイツェルソナタ、フランクのソナ
タが有名ですが、この曲はそれらに劣らない名曲です。情熱的な部分、ノルウェーの冬を思わせる寂しいメロディー等魅力的な曲です。



